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特集

メリデン版訪問家族支援で
本人・家族の力を引き出す
これまで訪問看護の対象者はあくまで利用者で、家族はそれに添う人
と認識されてきました。もちろん家族の話も聞くわけですが、それでもあく
まで「利用者のケア」という話題の範疇で聞くという認識だったのではな
いでしょうか。
本特集で紹介する「メリデン版訪問家族支援」では、家族を、本人と同
等に対象者と捉え、家族１人ひとりにしっかりとインタビュー。その話題
は、病気や利用者の話を超え、「その人の希望する人生」の話題にも及
びます。そうした関わりは、いつも「病」を中心にしてきた家族から、「健康
に向かうこと」を志向した家族へと変化させ、家族の力を強めていくもの
になるのだとか。そんなメリデン版訪問家族支援の中身に迫ります。

なぜメリデン版訪問家族支援が必要なのか？
◉佐藤純

長年訪問看護を実践してきた私がファミリーワーク
に出会って得た感動！◉進あすか

【メリデン版訪問家族支援の構成要素を解説！】
❶エンゲージメント◉上久保真理子
❷家族１人ひとりの面接◉小松容子、佐藤純
❸家族全体のアセスメント◉長江美代子
❹家族での情報共有とは何か◉小松容子
❺良い状態を保つプランづくり◉上久保真理子
❻コミュニケーションスキル◉吉野賀寿美
❼問題解決技法◉吉野賀寿美
❽家族ミーティング◉佐藤純、酒井一浩

年 月号

※一部変更となることがあります。

帰任（本誌編集室に）、と前号の
当欄で「出向」の対義語を用い

ました。編集部の場合、物理的には
数ｍ程度のデスク引越しに過ぎない
のですけれど、ところ変われば眺め
は変わるもの。社会人連携の基本と
なる「相手の立場」への理解を育むう
えで、出向事業ほど現場に効果が直
結する試みは少ないように思います。
更なる発展を期待しています。●漫
画家たむらあやこさんの新連載はじま
りました。ご感想等々お寄せください
ませ。なお、たむら作品で私のイチ
推しは、『楽園タクシー配車日報』。
憎めない高齢者たちが大活躍するコ
メディーです。…青木

人類学者の海外のフィールドワー
クをもとにした本とか結構好き

です。海外の部族の暮らす場に入り
込み、これまで通用していたことが
通用しない経験をテコに、自らに備
わっている思考のクセや価値観のあ
り様を考えていく。そういう記録って
なんだか刺激的で好きなのです。 
●今回の特集で主に執筆してくだ
さったのは「迎え入れた側」ですが、
異文化の人（＝出向者）との交流に
よって価値観に揺さぶりをかけられて
いる様子が垣間見えます。今回の原
稿を読みながら、ひそかにフィールド
ワーク本と似た面白さを感じていまし
た。掘り下げたらもっといろいろなエ
ピソードが出てきそうですね。…小池
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